
夏
、
八
月
九
日
に
毎
年
想
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

長
崎
原
爆
投
下
の
日
で
あ
る
こ
と
勿
論
知
っ
て
い
る
。

奇
異
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。

然
も
足
で
蹴
る
平
安
時
代
の
雅
な
遊
戯
、
蹴
鞠
で
あ
る
。

「
ジ
ー
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
、
幸
い
ア
ジ
ア
地
区
予
選

を
突
破
し
て
、
二
〇
〇
六
年
ド
イ
ツ
実
施
予
定
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
出
場
権
を
手
に
し
た
。
Ｔ
Ｖ
中
継
を
観
て
、
日

本
中
が
一
喜
一
憂
し
た
の
は
つ
い
先
日
の
こ
と
で
あ
る
。

三
十
二
ケ
国
へ
の
権
利
、
Ｗ
杯
キ
ッ
プ
を
手
に
し
た
時
は
、

フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
、
国
中
が
吉
報
に
熱
く
な
っ
て
い
た
。

日
本
の
若
者
は
、
野
球
よ
り
も
サ
ッ
カ
ー
に
熱
心
で
、
国

外
に
ま
で
応
援
に
平
気
で
出
か
け
る
程
の
加
熱
振
り
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
同
年
六
月
九
日
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
戦
皮
切
り
に
し
て
、
以
後
一
ヶ
月
間
は
世
界
中
の
フ
ァ

ン
が
熱
く
燃
え
て
、
ド
イ
ツ
国
内
十
二
都
市
で
開
催
さ
れ

る
熱
戦
を
、
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
る
こ
と
に
な
る
。

私
の
中
学
～
高
校
時
代
は
、
未
だ
蹴
球
と
い
う
言
葉
が

し
ゅ
う
き
ゅ
う

あ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
は
今
日
程
盛
ん
で
は
な
い
し
言
葉
自

体
も
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
語
源
は
、

平
安
時
代
の
蹴
鞠
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
足
で
蹴
る
と
い

け

ま

り

う
類
似
点
は
あ
っ
て
も
、
似
て
非
な
る
蹴
鞠
と
も
言
わ
れ

し
ゅ
う
き
く

た
遊
戯
、
日
本
の
雅
の
代
表
蹴
鞠
の
上
の
一
字
を
頂
戴
し

た
よ
う
だ
。
戦
時
中
に
は
全
て
敵
性
外
来
語
禁
止
で
、
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
を
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
籠
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
排
球
と
呼
ん
だ
い
た
時
代
の
名
残
で
あ
ろ
う
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会(

Ｊ
Ｆ
Ａ)

の
歴
史
も
、
大
日
本
蹴

球
協
会(

一
九
二
一
年)

で
創
立
、
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟

(

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ)

加
入(

一
九
二
九
年)

、
戦
時
中
に
一
時
脱
退

し
た
が
、
戦
後
に
至
り
日
本
蹴
球
協
会
名
で
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
に

再
加
入(

一
九
五
〇
年)

、
今
日
の
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会(

一
九
七
四
年)

に
改
称
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
は
、
三
本
肢
の
や
た
烏
が
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
押
え

て
い
る
図
柄
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
代
表
の
選
手
は
、

こ
の
や
た
鴉
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
着
け
て
戦
う
の
で
あ
る
。

あ
れ
は
確
か
平
成
十
四
年(

二
〇
〇
二
年)

、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
、

Ｗ
杯
日
韓
共
同
開
催
の
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。

埼
玉
県
も
開
催
地
、
準
決
勝
戦
実
施
と
い
う
こ
と
で
県

立
博
物
館
で
記
念
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
展
示
は

「
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ-

蹴
鞠The

Ancient
Football

Game
of
Japan

」

で
あ
る
。
春
の
同
窓
会
行
事
を
兼
ね
、
私
は
偶
然
そ
の
特

別
展
を
訪
れ
た
折
に
、
展
示
品
の
図
録
を
購
入
し
た
。

〈
サ
ッ
カ
ー
と
蹴
鞠
は
全
く
異
な
る
も
の
で
す
が
、
日

本
に
近
代
ス
ポ
ー
ツ
が
入
っ
て
き
た
明
治
時
代
、
サ
ッ
カ
ー

が
「
け
ま
り
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
〉
図

録
前
半
の
解
説
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
と
蹴
鞠
の
関
係
が
縷
々

こ
じ
つ
け
て
記
述
さ
れ
て
い
た
。
私
は
、
寧
ろ
後
段
解
説

の
古
来
の
雅
の
遊
戯
、
蹴
鞠
の
記
述
に
魅
了
さ
れ
た
。
和

歌
・
蹴
鞠
「
歌
蹴
両
道
」
の
関
係
を
図
録
か
ら
知
っ
た
。

「
若
菜
上
」
光
源
氏
の
邸
宅
六
条
院
の
庭
先
で
、
柏
木
始

め
貴
公
子
た
ち
が
蹴
鞠
を
す
る
場
面
が
あ
る
。
蹴
鞠
イ
メ
ー

ジ
は
、
「
源
氏
物
語
」
に
象
徴
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
折
し

も
七
月
二
十
一
日
、
大
学
同
窓
会
年
一
回
開
催
の
行
事

「
琵
琶
湖
全
国
総
会
」
が
滋
賀
県
大
津
市
び
わ
こ
ホ
テ
ル

で
開
催
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
事
前
検
索
に
寄
る
と
、
大

津
市
に
「
蹴
鞠
神
社
」
で
知
ら
れ
る
平
野
神
社
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
全
国
理
事
の
立
場
上
、
全
国
総
会
に
参

加
を
し
た
私
で
あ
る
が
、
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
「
蹴

鞠
神
社
」
を
一
度
訪
問
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

総
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
の
お
嬢
さ
ん
に
平
野

神
社
所
在
を
尋
ね
た
の
だ
が
、
と
ん
と
要
領
を
得
な
か
っ

た
。
「
ま
ま
よ
！
」
と
意
を
決
し
て
、
ホ
テ
ル
玄
関
で
タ

ク
シ-

を
拾
い
、
運
転
手
さ
ん
に
尋
ね
る
こ
と
と
し
た
。

「
蹴
鞠
神
社
？
？
・
・
」

案
の
定
判
ら
な
い
の
で
あ
る
。
個
人
タ
ク
シ-
の
古
老

の
運
転
手
さ
ん
が
、
気
の
毒
が
っ
て
親
切
に
無
線
を
使
っ

て
、
仲
間
に
問
合
せ
て
く
れ
た
。
個
人
タ
ク
シ-

で
あ
っ

た
の
は
、
私
に
と
っ
て
幸
い
し
た
。
最
終
的
に
判
明
し
、

無
事
平
野
神
社
の
庭
に
立
て
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
れ
が
も

し
業
者
タ
ク
シ-

の
若
い
運
転
手
さ
ん
で
あ
っ
た
ら
、
恐

ら
く
乗
車
拒
否
ま
が
い
で
降
ろ
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
そ

の
位
私
は
執
拗
に
食
下
が
っ
た
か
ら
だ
。

芭
蕉
「
幻
住
庵
跡
」
「
瀬
戸
の
唐
橋
」
「
義
仲
寺
」
等

を
問
え
ば
、
恐
ら
く
人
々
は
即
座
に
応
え
て
く
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
付
近
著
名
な
琵
琶
湖
浮
島
堂
、
三
井
寺
、
石
山

寺
、
比
叡
山
延
暦
寺
等
の
古
刹
は
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
観
光
都
市
大
津
地
元
の
人
達
で
す
ら
、
平
野
神
社

の
存
在
は
流
石
に
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
個
人
タ
ク
シ-

の
運
転
手
さ
ん
を
待
た
せ
た
ま

ま
、
神
社
境
内
を
巡
っ
た
。
正
に
小
さ
い
「
蹴
鞠
の
庭
」

で
あ
っ
た
。
神
社
正
面
に
「
蹴
鞠
神
社
」
の
扁
額
が
掛
け

て
あ
っ
た
。
私
は
、
埼
玉
博
物
館
で
上
映
さ
れ
た
い
た
、

Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
「
ア
リ
・
ヤ
ウ
・
オ
ウ
」
掛
声
を
発
し
な
が
ら
、

鞠
を
蹴
り
上
げ
る
映
像
場
面
を
庭
に
重
ね
て
い
た
。

私
は
、
人
っ
子
一
人
居
な
い
庭
か
ら
廻
っ
て
社
務
所
の

戸
を
開
け
、
来
意
を
告
げ
宮
司
に
面
談
を
請
う
た
。
何
と
、

毎
年
八
月
九
日

七
夕
け
ま
り(

旧
暦)

が
こ
の
庭
で
実
演

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

さ
れ
る
と
い
う
。
宮
司
和
田
忠
眞
氏
と
名
刺
を
交
わ
し
た
。

「
何
故
、
神
社
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
？
」

「
埼
玉
県
立
博
物
館
で
実
演
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
観
ま
し
た
の
で
・
・
」

と
、
来
意
の
経
緯
を
補
足
説
明
し
た
。
序
に
、
此
処
を
探

す
の
に
苦
労
し
た
旨
を
述
べ
る
と
、
宮
司
は
苦
笑
し
な
が

ら
、
蹴
鞠
の
装
具
、
鞠
の
庭
の
儀
式
図
を
見
せ
て
く
れ
た
。

「
そ
う
で
し
た
か
！
そ
れ
は
ど
う
も
申
訳
な
い
こ
と
で
・
・

わ
ざ
わ
ざ
埼
玉
か
ら
・
・
お
越
し
戴
き
感
謝
し
ま
す
。
」

和
田
宮
司
は
「
蹴
鞠
の
説
明
」
と
い
う
冊
子
で
、
三
猿

の
神
童
、
春
陽
花(

ア
リ)

夏
安
林(

ヤ
ウ)

秋
園(

オ
ウ)

が
蹴
る
時
の
掛
声
の
由
来
と
な
っ
た
と
説
明
し
て
く
れ
た
。

●
御
祭
神
、

精
大
明
神

猿
田
彦
命
で
あ
る
。

さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

●
御
鎮
座
地
、
滋
賀
県
大
津
市
松
本
一-

八-

二
十
五

道
ま
も
る
神
の
め
ぐ
み
も
幾
夜
へ
り

雨
ふ
り
そ
そ
ぐ
松
本
の
宮

了
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ス
ポ
ー
ツ
随
想
録

平
成
十
七
年
八
月
十
五
日

大
津
の
蹴
鞠
神
社

た
な
か
踏
基


